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要 旨
今日の ように モ ノに溢れ, 情報化が進み , 多様化 した社会に対応するために必 要な諸能力を培うに
は, 先ずは じめに どの 分野の学生にも共通に必要な素養を見極め, 早 い段階で その基礎なるものを徹
底的に学ばせる ことが重要にな っ てくる ｡ これ らの基礎をベ ー ス に した後に , それ ぞれの 専門分野の
学習の中で応用 して い くことが, より効果的で充分な成果を得るこ とに つ なが る｡ 又 , 基礎教育を行
う環境と して , 柔軟性を持 っ た組織構成による横断的なカリキ ュ ラム を, 体系的に押 し進めるこ とが
必 要となる｡
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1 . は じめ に
現在 , 例えばデザイ ン 分野 における諸企業
で は,実践的な企画 ･ 計画力や柔軟な発想力,
造形力 を兼ね備え, 常に社会や時代の 要求を
流通や経済をも含めた様々 な観点か ら分析 し,
そこか ら解決方向を導きだ し, 具体化できる
能力を求めて い る｡ 言 い 変えれば, 従来の 専
門分野 の枠を越えた広範囲なセ ク シ ョ ンや,
各専門分野 の狭間の部分で活躍できる人材,
ある い は従来の専門分野にお い て も常に横断
的 ･ 多面 的思考により物事を的確に対処 でき
る人材 で ある｡ そ の ような要求に応 えて い く
ためにも, 教育現場には従来の枠組みやカリ
キ ュ ラム 内容などに拘る こ との ない , 大旗且
つ 柔軟な改革が求められて きて おり, 色々 な
教育機関で様々 な試みが行 われ始 めて いる｡
2 . 産業界が求める多面的な思考と
総合的判断力
各企業が, 新入社員に対 して 配属前に行 っ
て いる研修の 中の ｢現場実習｣ は, 組織が目
標を達成するために様々 な部署の 人達と連携
を取りながら作業を押 し進めて い ることを,
肌 で感 じとっ て もらう為の諸体験の場である｡
これ には専門領域に配属された後もそ の体験
を生か し, 設定された共通 目標をそれぞれ の
立場で , 常に多面的に物事を捉 え諸問題 の解
決にあたり, 開発過程 の諸段階におい て総合
的且 つ 客観的に判断 して い くように意識付け
ると言 っ た, 会社側の意図もある ｡
昨今, 組織の拡大と共 に 一 人 一 人の仕事領
域が狭く なると同時に専門化 , 細分化が進 め
られて きたこ と - の対応策と して , 部間 ロ ー
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チ - シ ョ ン を明確化しようとい う動きが見ら
れる ｡ トヨ タ自動車の ｢キャリ ア パ ス ｣ なる
制度*lもそ の 一 つ で , 少 しでも視点を変えて
物事を見て , 一 人よがりでな い判断ができる
ことを狙 っ たもの である｡ これ と似た制度に
小泉産業の ｢ジ ョ ブ ロ ー テ ー シ ョ ン｣ と呼ば
れ る, 幾つ かの職務を定期的, 計画的に経験
する制度や, そ の制度に自主性をプラス した
｢ジ ョ ブリク エ ス ト｣ と呼ばれて い る自ら の
能力開発計画を考慮に入れた仕事を申告でき
る新しい人事シス テム など*2が上げられる｡
2.1 横断的研究やプ ロ ジェ ク ト
企業や産学問に於い て , 様々 な研究やプ ロ
ジ ェ ク トの 試みが行われて い る｡ 例えば, 日
本 ビクタ ー のデザイ ン部門は活性化と体質強
化 (分業化によ っ て ス タイリス トにな っ たデ
ザイナ ー がプラ ン ニ ン グ能力をとり戻す) の
ため, 自社のデザイナ ー と中央大学の商学部
経済学科学生とからなる マ ー ケテ イ ン グ研究
会を設け, 感性をロ ジカル に分析する試み* 3
を行 っ て い る｡ 又 , 神奈川大学工学部人間工
学専攻学生 との間で は, 製品の開梱から長期
使用まで の シ ミ ュ レ ー シ ョ ンにより新製品評
価を行い , 筑波大学デザイ ン専攻学生との 間
で は, カタチ の意味作用を自然から学ぶ こと
を目的と した, 自然物 (動･ 植物) の形から
ヒ ン トを得て新しい形態を発想する研究など
を行 っ て い る1)｡ こ こで言う横断的とは, 産学
問で行うこ と, 専門分野の棒を越えて行うこ
と, ,様々 な視点により分析 ･ 評価 ･ 実験 ･ 試
作を行うこ となどで ある ｡ 社内の 他部門との
共 同プロ ジ ェ ク.トと して は, 同社の技術者と
デザイナ ー との ｢セ ン ス ア ッ プリサ ー チ｣ な
る会合や若い社員とそ の 家族をパ ネラ ー に し
て行うデザイ ン ア ドバ イザ ー シ ス テ ム による
マ ー ケ ッ トリサ ー チなどがあり, シ ャ ー プ の
生活 ソフ トセ ンタ ー , 富士通ゼネラ ル の 生活
ソフ ト室, マ ツ ダ横浜研究所の感性工学研究
所でも同様なプ ロ ジ ェ ク トが積極的は行われ
て いる2)｡ こ の様な動きは他社でも見受けられ
る ｡ 例えば, トヨ タ自動車の ｢V V C/バ ー
チ ャ ル ･ ベ ン チャ ー ･ カ ン パ ニ ー ｣ と呼ばれ
る社内分社化組織*1における, 新規事業展開
と若い人材の活性化を狙 っ た横断的なプロ ジ ェ
ク トや, 社外デザイナ ー の経験や異なる考え
方を社内にそそぎ込み , 活性化を図るこ とを
目的とした ｢契約デザイ ナ ー 制度｣*l, サ ン
トリ ー の ｢医薬事業｣ ｢花事業｣* 4とい っ た ,
社内の技術を生かしながら新たな分野に展開
する試みなどである｡
2.2 実際的体験の必要性
･ 産業界の教育現場に対する要求は, 大きく
2 つ に分けられる｡ 1 つ は ｢即戦力 ･ ス ペ シ
ャ リス トJ で , 実務経験考かそれ と同等の能
力を持 っ た人材であり, 求められ る教育内容
も実務的, 技術的, 専門的なもの である｡ も
う 一 方は r後の戦力 ･ 総合能力｣ で , 5年後
10年後にそれぞれ の分野にお い て指導, 方向
付けできる人材であり, 社内で の実践的再教
育を施すことを前提にして い る ことから, 求
められ る教育内容も徹底 した基礎教育 (横断
的総合的教育) と, それに基づき連動した専
門教育(時間的に許される範囲で の)である｡
前者は, 再教育に当て られる時間や人材に制
限の ある中小企業な どに多く, 大企業の場合
はケ ー ス によ っ て双方が求められ る｡ 現在,
教育機関で行える実際的教育と して は , 産業
界で仕事をして いた人に教授(常勤･ 非常勤 ･
特別講師で) 願う｡ 工場を含む企業見学な ど
を行う｡企業等におい て実務訓練を実施する｡
産学問で の共同研究やプロ ジ ェ クトを行うな
どが考えられる｡ 産学問にお ける学生の実務
訓練は, 教育現場の授業の中だけでは得難い
実際的体験を与える ことができると言っ た利
点か ら, 多くーの大学で積極的に行われるよう
になっ てきて い る｡
フ ィ ンラ ン ドのラ ハ テ ィ市にあるラハ テ ィ
職能大学で は, この ような実務訓練を積極的
基礎教育の あり方 に つ い て の 考察
に授業の中に取り入れ て い る｡ 企業か らのデ
ザイ ン , 開発, 研究の依頼が多い (年間に数
十件程度) ため, 学校側 に窓口 を設け, 担当
者がある程度厳選 した上で , 各分野 の専門教
官と相談 し, どの 専攻の何学年の どんな科目
の 中で受け入れ られるかなどを検討 した上で
引き受ける シ ス テム をと っ て いる ｡ 企業は学
校に 一 定の金額 (奨学金)を払い (材料費,
外注費, 運搬費などの実費は企業負担), 最終
的責任は指導教官が負うことになるが, 細か
な打ち合わせ は学生が企業側の担当者と直接
行 っ て おり , 学生は学校で は得難い 実際的体
験を現場の作業の中か ら得る ことができる の
である｡ 実際に照明器具や削岩機の グリ ッ プ,
長距離バ ス の トイ レ (図1 ･ 2)や ダッ シ ュ ボ
図1 長距離バ ス 内の簡易トイ レ/レ ンダリ ン グ
図2 長距離バ ス 内の簡易トイ レ/ドロ ー イ ン グ
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- ドの操作系 パネル , アイス ホ ッ ケ ー の ゴ ー
ル キ ー パ ー 用 マ ス ク , 作業用 マ ス ク, 掃除機
などの数多く の量産実績 (図3) がある｡ 学
図3 その他の産学問共同研究成果
校サイ ドからすれば, カリキ ュ ラム の流れや
授業内容と企業側の要求が 一 致 しなかっ たり,
量産で きる レ ベ ル に昇華させなければならな
い こ とか らくる教官 の負担など, 授業 の中に
組み込む難しさがあるもの の , 学生に実際的
体験をさせる ことができるこ と, 量産されれ
ば学校の 宣伝になり, 入学希望者の倍率や卒
業後の就職率が上がるな どの メ リ ッ トがある
と考え, これからも続けて いく との ことで あ
る｡ そ の他, 教育現場と実社会の現場が遊離
しない よう, 実際の現場で働い て い る各分野
の専門家を契約講師 (1年間) と して ス タ ッ
フ に招き入れ, そ の人数は全体 の 3分の 1に
も及んで い る｡
北欧の企業や事務所は , どれだ け学業成績
が優秀で も実際の現場における実務実績が無
い学生 の採用 を見合わ せることが多く , 自分
に合 っ た職業 ･ 職場 を見 つ け, そ こ に就職す
るこ とは かなり難 しい状況にある｡ 学生は先
ず, こ の実務訓練の機会を得るための情報を
集め, 数十倍の 難関にチ ャ レ ン ジ しなければ
ならず, 少なく ともそ の為に半年から1年の
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歳月を費やさなければならな い の で ある｡ こ
の ことはデザイ ン系に限らず建築系やビジネ
ス 系, 工学系学生の場合にも当て はまる ｡ 何
よりも学生自身が実務体験の必 要性を感じと
り, 自主的に行 っ て いるとこ ろが理想的で あ
る ｡ こ の ような状況から考えると, ラ ハ テ ィ
職能大学の例は, そ の様な体験を休業期間を
使わずにある い は休学せずに学校の授業の中
で得ることができる ことから, 学生にとっ て
は条件の良い ケ ー ス で ある ｡
こ の ような試みは, もちろん日本でも行わ
れて いるがそ の多くの場合, 学校側や学生に
と っ て は刺激になっ たり, 学ぶところが多い
と好評*1 *5で あるが, 企業側は学生 の柔軟な
アイディ ア を期待してい るとい うよりは, 有
能な学生 の発掘と,企業の宣伝,イメ ー ジア ッ
プ笹度に考えて いるようで ある ｡ これは日本
の 学生 の レ ベ ル が量産たっ なげるほ ど実践的
でな い ことがそ の理由なの か, ヨ ー ロ ッ パ の.･
場合は企業が小規模t･ , 対象となる製品も小
壷で 小 ロ ヅトであるなどの 条件が揃 っ て い る
からなのかは明らかで はない が, 少なく`とも
相互の間にギブア ン ドテイクが成立するに至 っ
て い ない何らかの虜囚があると思われる｡ し
か しながち長崎大学のように, 九州地区の通
産局が中心にな っ て音頭をとり, 産学問で協
轟会を設け, イ ンタ ー シ ヅプを導入 し, 工学
系学生の企業に於ける土場夷習を単位と して
認定するな ど実寮を上げて いる例*
¢
もある｡
これが大学院レ ベ ル になると,
▲筑波大学わ大
学院生が ｢生産デザイ ン演習｣ におい て , あ
る中小企業が開発課屠提供とい うかたちで授
業に参加 し, 福祉機器 のデザイ ン を行い , 実
働モ デル化された例もある; 後に国際福祉機
器展や国際家具展 に展示され, ユ ー ザ ー から
の コ メ ン トな どリア ル なデザイ ン ･. レ ビ ュ ー
をする ことができ･た
'
fj:ど,-産学問における連
携 の とれた成功qTj3)と
一
言えよう｡
3 .
,
絵合的 ･ 横断的思考形成考
目指した教育
3.1 基礎教育に求められ るもの
教養学部の縮小や 一 般教育の見直しなどか
らもわかるように, これ からの基礎教育は,
概論的だ けで ない , どの ような学生にも必要
不可欠な素養を探求し, それを培うための方
法の模索を真剣に行 っ て いかなければならな
い ｡ 例えば, 高等教育の早い 時点か ら専門領
域 (学部/ 学科/ 専攻)の枠を越えた横断的
な授業を目標に沿 っ て履修 し, 後に効率よく
専門 - と結び付け, 統合して い くこ とができ
る体勢で ある｡ こうした教育課程により, 例
えば工学的側面から ｢もの創り｣ ができる人 ,
経済的観点から r コ ンセ プトメ - キ ング｣ で
きるデザイナ ー ･ マ ー ケ ッ タ ー , 設計者やデ
ザイナ ー が使 いやすい ｢ソフト開発｣ ができ
るプ ロ グラ マ ー など, 多面的に物事を考え,
実際的, 総合的に判断できる新たな人材が生
まれて くると考える4)｡
我 々 が日常行う行為の諸過程に於いて , 得
られる体験や感覚は色々 で ある｡ それ らの体
験や感覚を単 一 的に捉える ので はなく, 総合
的に捉えて い く こと, 昇華させるこ と, 結び
つ けるこ とが何より重要な の である｡例えば,
個別感覚 (触覚･ 視覚 ･ 聴覚 ･ 味覚 ･ 臭覚)
を共通感覚 (総今的感覚) で捉えることであ
り, イメ ー ジ (絵画や彫刻や写真等により,
ある い は映写やス クリ ー ン に再現された事物
や対象, 模様や映像など) をヴィ ジ ョ ン (棉
神的な見方,理解に基づ い て認識された存在,
形態, 形象, もの を見抜く力, 洞察力, 直感
力, 心に措く能力など) に昇華させ , 仮想体
験 (コ ン ピ ュ ー タなどを介在させて視覚的に
得た仮想イメ ー ジの ような視覚情報を頭で考
え, まとめ上げようとする行為) か ら実際的
体験 (手や体で得た感触 で培 っ た体験, い わ
ゆる触覚情報を頭で考え, まとめ上 げようと
基礎教育の あり方 に つ い て の 考察
する行為) に結び つ けるなどで ある ｡
産業界の例で 言えば, 日立製作所デザイ ン
研究所が商品テ ス トセ ン タ ー を有 し, 感性的
な商品テ ス ト, 他社製品との 比較 (例えばシ
ェ イ バ ー の 音と形, 音と切れ味のイメ ー ジの
関係等のデザイナ ー による製品評価) を行 っ
て い る5)などが上げられる ｡
3.2 共通基礎教育の あり方
3.2.1 柔軟性の ある科目の 拡大
共通基礎科目を考える時, どの 分野 にも共
通する素養を洗い 出 し, そ の能力を養う為の
授業内容を決定して いき , 必修で開講 して い
く方法もあるだろう｡ しか し, 一 方で は学生
自身が色々 な切り 口で科目を捉え, 柔軟性を
持っ て選択できる選択科目を可能な範囲で 多
く用意 し, 学年を越えて履修できる体勢な ど
も考えられるの で はな いだ ろううか ｡ 同時に
各科目の シ ラバ ス は, で きるだけ分 かり易く
具体的にすると同時に, 各学科 ･ 専攻の学生
にとっ て ｢何の 為の どの ような能力を身に つ
ける科目な の か?｣ などを, しばらく の 間は
事前に提示する必要があるようにも思われる｡
例えば, 下記 の様なも の が考えられる ｡
●履修時における科目別 習得能力, 目的別選
択の参考
【伝える ･ 聞く ･ 表現する能力】:
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ンや プ レゼ ンテ ー シ ョ
ン能力の修得を目的と した文化論やビ ジネ
論, 各種表現方法論 (体育･ 運動を含む),
情報伝達方法論, 情報処理論, マ ル チメデ
ィ ア論な どの各種科目｡
【過去 ･ 現在を知り , これからの方向付 け し,
諸問題に対処す る能力】:
現状を的確に把握 し, これか らの方向を
導く能力の修得を目的と した情報処理論や
分析 ･ 解析法 , 各種評価法 , 実践的 マ - ケ
テj ン グ, デザイ ンリサ ー チ, ライ フ ス タ
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イ ル論, ビ ジネス 論, 産業 ･ 技術 ･ 経済に
関わる歴史, 発想法 などの各種科目｡
【様々 な作業の プロセ ス における計画や調整を
行う能力】:
各プ ロ セ ス (観察し, 調 べ て , 分析 して ,
仮設 して具体化 して , 試 して , 提示する)
にお ける調整や , 計画 (段取り), などする
能力の修得を目的とした0 0計画論, プ ロ
セ ス 研究などの各種科目｡
【社会の 一 員として の役割を見 つ め直し, 考え
る能力】:
社会の仕組みや環境, 福祉問題 の意識付
けと した人間科学, 文化論, 国際化論, 自
然科学論, 平和問題な どの 各種科目と, ボ
ラ ンテ ィ ア活動, 社会研究, 環境問題調査
な どの 授業と して単位化 ｡
今何をやっ て い るの か, 何の為にや っ て い
るの か , 後にどの ように生かせ るの かなど認
識させ る仕掛けや, できれば少人数で ディ ス
カ ッ シ ョ ン させながら進めることがで きる授
業形態,ノ実践的体験をおり混ぜた授業など工
夫を しなければな らない で あろう｡
日本福祉大学社会福祉学部で行 われて い る
総合科目を担当 して おられる福島達夫教授の
言葉6)に , 総合科目の 一 つ の 目的は, ｢学生た
ちが各講師の講義で , 自ら持ち合わせ の知識
を 一 面的なも ので あっ たことを強く認識する
こ と｣ がある｡ 又 , 総合科目群を履修 し終え
た様々 な専門分野 の学生 の レ ポ ー トを見て ,
専門領域の 講師はあるテ ー マ (切り 口 の) で
講義 して い る ので あっ て , 複数の講義を受け
た学生がそれを総合して い るの である ことが
解 っ たとある｡ おそらく学生は , なぜ こ の 科
目で , それ とは異なる専門 の分野の 話をして
いる の か , そ の理 由や共通性を探すこ とによ
り, 総合的視野 の 必要性に気づ い たの で あろ
う｡ これ は理想的な共通基礎科目 一 つ の あり
方で あり, 結果だ と思 われる｡
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3.2.2 横断的教育の仕掛け
東北芸術工科大学で実施されて いる ユ ニ ー
クな活動に, チ ュ ー トリア ル と呼ばれる個別
演習がある｡ これは, 共通の 関心や興味を持
つ 教員と学生 が, 学部や学科に関係なく授業
を離れた自由な立場で集まり, 一 つ のテ ー マ
を研究 して いく自由参加の課外活動である｡
現在32の講座が開講されており, 単位の取得
はできないもの の興味を持 っ た学生が多く集
ま っ て い るとの ことで ある ｡ こ の ことは, 専
門を越えたところで色々 な人が集まり, 共通
の 目標 ･ テ ー マ で学ぶ事の大切さ, 楽しさ,
意義などを学生自身が無意識に感じて いる か
らではないだろうか｡ この様な従来のカリキ ュ
ラム の枠を越えた仕掛けなども , これからは
益々 必要にな っ てくる の かもしれない ｡ 従来
であれば, 部活動などがそ の役割を果たして
い た のかもしれない が, 最近の学生 は部活動
的集団の 営み を好まない傾向にあり, その仕
掛けの難しさも問題 として残るが, 後述の金
沢美術工芸大学造蛎セ ンタ ー のような組織と
して カリキ ュ ラム の中にも組み込んだ形で の
やり方や, 金沢工業大学夢考房の ような, 何
か必 要性が生じた時に役立 つ , 溜まり場的空
間を用意する方法などまだまだ検討の余地が
あるようにも思う｡
最近の学生 の資質をみて いると, 高等学校
まで の い わゆる輪切り教育の弊害から, 大学
に入学してくる時の 目的意識や職業感がやや
希薄になるケ ー ス がある｡ これは学生だ けの
責任でもなく , 大学に入 っ てからやりたい こ
とを見 つ ける, 見 つ けたい と思 っ て い る現実
もやむ を得な い ところがある｡ そ の様な状況
の中, 大学側で学生自身の 目的に合っ た履修
計画がされるで あろうカリキュ ラム を用意し
て も,. 目的が唆昧だ っ たり, 履修計画が立て
にく い (イメ ー ジ しにく い) 部分が考えられ
る｡ こ の様な状況 にあ っ て学生 の能力 の 無さ
を嘆く の で はなく , 教官サイ ドある い は学校
側が ｢どの ような考えで履修すれば, 後の専
門につ ながり効果を生み出すか?｣ とい うよ
うな疑問に対する下記の ようなア ドバ イス や
参考イメ⊥ ジの提示 など, 工夫をこらさなけ
ればならなくなるであろう｡
●履修時における , 履修計画の参考 (各専攻
別卒業生の意見などを参考にして)
･ 私 は00専攻の学生ですが, 将来00 にな
りた い の で こ の専攻に入りました｡ そ して
0 0の考えからこの様に履修し, 後の専門
に取り組みました｡ 00の理由で00が役
だ っ たように思います｡ 卒業して今0 0 し
て い ますが, 0 0 が効果的で役だ っ たと思
い ますが, 00に関して はもっ と00のよ
うに考え, 0 0を履修すれば良か っ たと思
い ます｡
･ 将来00 を目指すには, 0 0とい っ た考え
方や0 0の能力が必 要で あり , 例えば0 0
科目など履修すれば, 後の専門分野にお い
て , ある い は後の就職先で0 0のように役
立 つ と思います｡
3.2.3 共通基礎とい う専門
現状に見受けられる, 専門教育優先型カリ
キ ュ ラム編成の傾向を, 共通に必要な基礎を
一
つ の専門と捉えた , 対等な立場の もの - と
移行して い かなければならない で あろう｡ そ
れには共通基礎科目を担当する教官の意識改
革と同時に専門分野側の教官の意識改革も必
要になるで あろう｡ 基礎教育を担当して い る
教官と専門教育側の教官との密な連携もさる
ことながら他分野 の専門教官間の連携も保ち,
横断的で且 つ つ ながりの あるカリキ ュ ラム に
練り上げなければ, 効果は半減 して しまう｡
3. 2.4 共通基礎と専門教育との連携から
生まれる効果
全 て の学生に必要な素養 (各種能力)の基
礎をそれぞれの専門分野 の授業で ,実際的ワ -
基礎教育 のあり方に つ い て の 考察
クの 中で応用させ , 実感をも っ て習得させる
こ とができれば理想で ある ｡ 大学ある い は短
大, 専門学校に入学を希望する生徒の 様子や
話を聞 い て い ると, は っ きりと した目的意識
を持ち, 目標達成に向けて のやる べ き事を強
くイメ ー ジ して進学先を選択 して い ない場合
もある ｡ その ような状況の 中で , 専門性を重
視したカリキ ュ ラム編成を押 し進める こ とは,
学生側の 吸収能力の 限界を招く恐れがある｡
それよりも焦る こ となく , 横断的な環境のも
と基礎的教育に重点を置き , 学生 の 意識が目
覚めか けた状況下で徐々 に専門 - とつ なげて
いく こ とが良い結果を生むこ とになるの で あ
る ｡ 共通に必要な能力を基礎能力とし, その
能力を養う授業を共通基礎科目の 中で行い ,
専門分野 の科目の中で その 能力を発拝させ る
応用能力として 培う仕組みで ある ｡ できるだ
け前半を創造性を高める為の教育と し, 後半
をそれ を総合的に統括で きるような能力の 育
成にあて る の が理想的で あると考える｡
3.3 完結型教育か ら連携型教育 へ
ある期間, ある組織による完結型教育で は
なく , そ の 時期に行 っ た方が有効なこと, そ
の 場所で しかできない こ となどを, それぞれ
の組織が互 い に連絡を取りあっ て行う連携教
育が必要にな っ てくる ｡ 特に地域にあ っ て は,
学生 を各機関が私物化 せず共有の財産と捉え,
それ ぞれ の学生 の持 っ て いる資質をどの よう
にすれば引き出 し, 伸ばすこ とがで きるか を
考え, それを実行しな ければならな い ｡ 例え
ば, 産業界か らの ｢技術的なこ とな どは, 私
達の方がプ ロ です し, 私 どもの環境で実践的
に集中 して行うの で , 生半可なもの で あれば
か え っ て邪魔になるくらい です｡ そ の様なこ
とよりもも っ と大切な べ - シ ッ クな基礎能力 ,
考え方, 発想方, 企画力等を徹底的に行っ て
ほ しい ｣ と言 っ た声に応 えるためにも, 高等
学校, 専門学校, 短大, 大学, 産業界 がそれ
ぞれ の 機関の 特質を打ち出 し, 双方間で理解
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し, 連携をと っ て教育指導にあた らなければ
ならない ｡
3. 4 横断的教育の 試み とその成果
3. 4.1 金沢美術工 芸大学造形セ ン タ ー の場合
金沢美術工芸大学で は, 共通基礎教育とし
て 一 般教育等に加 え, 共通造形セ ン タ ー を設
置 し, 特色ある教育が施されて い る｡ 発足以
来4年目になる同セ ン タ ー は, 美術大学とし
て大切 な造形 の基礎能力の 習得と共に, 自専
攻で は体験できない新 しい 造形分野 の実習の
場を提供することを目的と しており , 学生に
表現 の幅を広 げ, さらなる能力の 開発 の場を
あた えて い る｡ 年間に開講されて い る実習等
は, 素描をはじめと した, 日本画 , 油絵, 絵
画組成, 版画 , フ レス コ 画 , 彫刻, 工芸 (金
属 ･ 漆 ･ 木工 ･ 陶磁 ･ 染織), デザイ ン , コ ン
ピ ュ ー タ ー グラ フ ィ ッ ク , 香, 図学, 美術解
剖学, 現代創作論, 芸術哲学, 造形心理学,
デザイ ン概論, 博物館学など30以上あり, そ
れぞれ の授業科目の中か ら全専攻全学年の学
生 が自らがその必 要性 (好き嫌 いだけにとど
まらず, 将来の 専門にどう関連させ , つ なげ
るの か 意識 しながら) を感じ取り, 選択で き
るように組まれて い る* 7｡ 他方, 理論の 分野
でも同セ ン タ ー が受け持 つ 分野があり, 現代
創作論などは, 第 一 線で活躍中の作家, 評論
家, デザイナ ー などが指導 し, 興味深 い内容
で学生たちを引き つ けて い る ｡ こ こ で の実習
にお ける他専攻間 の学生 の交流は, おお い に
相互啓発に役立 ち, お互 い の 専門性 - の理解
も深まると言 っ た効果に加 え, 教員側も, 他
専攻の学生を指導する こ とによる専門学生対
象の授業とは異な っ た工夫が求められ こ とか
ら, 今まで の授業か ら得られなか っ た新たな
発見や , 共通基礎教育の再認識が得られると
言 っ た効果がでは じめて い る｡
そ の成果が顕著に現れて い ると思われる授
業の 一 つ に, 学外活動と して , 同セ ン タ ー が
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企画立案 ･ 実施 して いる研修旅行* 7
- 1がある｡
たまたま私が同行する機会を得た の はイ タリ
ア旅行であっ た ｡ 全学学生 を対象と した企画
ゆえ, 純粋美術系と産業美術系の学生が教育
や研究をする上で参考になるであろう視察 ･
見学場所がセ ッ ティ ングされ , それぞれ の学
科 ･ 専攻 ･ コ - ス の学生が入り混ざっ て , 一
緒に建物や壁画, 彫刻を観賞し, 家具工場や
自動車工場, 様々 なデザイ ングッ ズなどを視
察 ･ 見学するの である｡ 旅行中, 私が何より
も有意義だ と感 じた の は, 見学して い る最中
もさることながら, 移動中, 宿泊先の あちと
ちの部屋で , あるい は食事中にそ の様な共通
の話題やテ ー マ でもっ て , 各自の視点でディ
女ヵ ッ シ ョ ン して い る (もちろんその輪 の中
には,外部の私を含めた様々 な個性豊かな色々
な先生方が混ざっ て い る) t とである｡ 又 ,
旅行後め学生の意識変化や交流など, 成果も
上が っ て い るとの報告*7
~ 2からも, 横断的に
学ぶ環境作りとして;成功して い る 一 つ の例
で あると思われる ｡
3.4.2 ラハ ティ 職帝大学の場合
前項でも紹介したラ ハ ティ国立職能大学は,
以前はそれぞれ独立 して い たビジネス 系 ･ デ
ザイ ン系 ･ 芸術系 ･ 工学系 ･ 〈 ル ス ケア 一 系 ･
行政系の 大学を統合し, それぞれ を学部とし
七より総合的で横断的な教育を押 し進めよう
として い る総合大学である｡ 一 見相異なるよ
図4 木材加工室/演習風景
うに見受けられる学部構成で はあるが必要に
応 じて 各学部の先生や学生がク ロ ス できるよ
うな授業も用意され , 授業以外でも個人的に
行き来があるとの ことで ある ｡ これとは別 に,
ラ ハ テ イ ボリテク ニ ク共通科目とい うもの も
カリキ ュ ラム に組み込 まれ, どの分野 の学生
にも必 要と思われる素養を身に つ けさせ るべ
く展 開が図られて い る｡
施設や設備などの教育環境に関して は,様々
な分野 の学生がそれぞれ の 目的で , 必要に応
じて利用できるよう, プ ロ と同等かそれ以上
の施設 (コ ン ビi 一 夕ル ー ム , 木材/ 金属/
プラス ティ ッ ク/ 陶器などの加工 ができる工
戻; 粘土/ 発泡剤などを使っ た造形演習が行
える造形室, 写真や映像を取り扱うス タジオ
や調整室, コ ン ピ ュ ー タ制御されたパ タ ー ン
機や工業用ミ シ ンが揃 っ た演習室など)が整っ
て い る｡ ( 図4 ･ 5 ･ 6 ･ 7 ･ 8)何よりも専門の
職人が技官として常駐し, 管理 , 指導が行き
届い て い る点で実質的な効果を生んで い るよ
うに感じられた｡ (図9)また, もの作りの過
程で必要な各種素材 の特質を知るこ とが必 要
であるところから, 全員に金属加工やプラス
テ ィ ッ ク , 木材などガラス 以外 の 一 通りの 素
材を加工体験することができる共通授業な ど
も組み込まれて いる'｡
また, ヨ ー ロ ッ パ で は rエ ラス ミス｣.と言
う機関に認定を受けて いる大学間にお いて ,
教官や学生の交流 (3ケ 月程度) が自由に行
囲5 金属加工室/パイプの曲げ加工 してい る学生
基礎教育のあり方 に つ い て の考察
図6 大型ス タ ジオ
図8 ファ ッ シ ョ ン科の 工業用ミシ ン
うこ とがで き, そ こで 得た経験を自校の ある
い は自分の授業や仕事, 研究に フ ィ ー ドバ ッ
クすると言 っ た シ ス テ ム *8があり , 積極的に
こ の シ ス テ ム を利用 して いるとの ことで ある｡
3. 4.3 金沢工 業大学工 業設計教育セ ンタ ー
の 場合
工学は創造的な学問で あると言う考えから,
【
"
教育
''
と
``遊び'' の融合】 を目指し, 学生
の自発的な創造活動 を応援する｢夢考房｣ ｢ マ
ル チメディ ア考房｣ が設置されて い る｡ これ
は エ ン ジ ニ アの ア トリ エ として , クリ エ ー テ ィ
ブ活動をサポ ー トする施設で あり , 支援シ ス
テ ム で ある｡ これまでも学内や自主的に行わ
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図7 マ ルチメディア プ ロ ダクシ ョ ン科の個室ブ ー ス
図9 金属加工室/機械を調整 して い る技官
れ てきた, ソ ー ラ ー カ ー , ソ ー ラ ー ボ ー ト,
人力飛行機, ロ ボ コ ン ･ プ ロ ジ ェ ク ト, ラジ
オ番組制作などさまざまな活動を基軸に しな
がら, さらに多く の活発な活動が学生たちの
運営によ っ て展開されて い る｡
そ の他の ユ ニ ー クな施設と して は, セ ミナ
ー ハ ウス をはじめ, キャ ン プ場, グラウン ド,
ヨ ッ ト ハ ー バ ー , 船の修理 工場 , 各種ク ル ー
ザ ー / ヨ ッ ト/ボ ー トな どを合わせ持 つ 穴水
湾自然学苑がある｡ こ こ で行われて い る自然
学苑セ ミナ ー ｢人間と自然｣ は, 全学生 の必
修科目で , 2泊3 日の合宿研修で教員と学生
が文字通り寝食を共 に し, 野外活動や ス ポ ー
ツ , 講話, グル ー プ討議など多彩な行事を通
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して , お互 い の中に, また自分自身の 中に,
思い がけない 部分を発見で きる自然の 中の体
験の場になっ て いる*9｡
こ のように学生達は, 自分の専門に関わら
ず何かをイメ ー ジし, そ のイメ ー ジの表現 ･
解明 ･ 具体化に汗する の である｡ こ の様な行
為を効果的に円滑に押し進める為に, 種々 の
ゾ ー ン (環黄)を用意 し, 学生達がその折々
の必要性から適切なゾ ー ンを選択し, 行動に
移すの で ある｡ そ こで は色々 な目的を持っ た
様々 な専攻の学生が混在 し, 様々 なディ ス カ
ッ シ ョ ン から新 しい発見や更なるプ ロ ジ ェ ク
トなどが生 まれるの で ある ｡ ( 図10)
図10 各プ ロ ジ ェ ク トの発表会風景
3.4.4 本学の場合
本学は, 造形系, デザイ ン系, 経済系, 情
報系の専攻 ･ コ ー ス を合わせ持 っ た, 全国的
に見ても極めて珍 しい組織体で あり, 前述し
て きた総合的 ･ 横断的 ･ 多面的な教育を実施
するに相応 しい環境で ある と言えよう｡■合わ
せて少人数体勢で且 つ 教育施設にも恵まれて
いるとこ ろか ら, こ の特徴を引き続き強化発
展させ て いく ことが何よりも重要で あり , 他
大学との差を明確にで きるもの と考える ｡
本学も平成7年度から, 全学の学生を対象
に した共通基礎科目 (産業情報概論, 産業工
芸概論, 情報処理基礎Ⅰ/Ⅱ , 英語, ス ポ ー
ツ健康科学)が , 1学年2 00人 を学科 ･ 専攻の
枠を外 した色々 な学生が浪在する5クラス(1
クラス40人) 編成で , 必修科目として ス タ ー
トしたところである｡ 卒粟生の意見*
10からも
窺えるように, 学生 にと っ て は 一 見関連性が
な いように思えた事柄も再認識する機会が得
られ , 学生間の交凍にもつ ながるなどと好評
で ある ｡ そ の後の学科に分かれた専門基礎科
目に於い ても, 例えば産業工芸学科の全学生
がマ ー ケテイ ン グや生産管理などが履修でき
るように組まれて い るこ とも, 後の 専門分野
で役立 つ 要素の 一 つ になっ て い る｡
色々 な分野 の学生達に共通に必要な素養を
大きく分けるとすると, ｢過去や現在を知るた
めの調査能力/ 情報処理能力｣ rこれからの方
向を導き出すための分析能力/ 情報処理能力｣
｢それを具体化する能力Jになると考えるが,
いずれ の素養にも基礎的発想力や想像力, 創
造力, 表現力, コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ンカ, そ し
て色々 な段階で の 目標達成にもっ ともふさわ
しい方法や媒体の選択, 客観的で且 つ 絵合的
な軸断力が必 要であり, 今後益々 重要視され
てくるで あろう｡ その様な能力を培う教育環
境と して は, 例えば本学産業デザイ ン専攻の
ように, それぞれ の プ ロ セ ス におい て , 分野
に関係なく, そ の時々 の 目標 (目的) に沿っ
て r確かめ ･ 試す｣ 事が必要な時に実験系の
部屋や, 時には学外に出て の調査 ･ 観察など
実際の現場に足 を運ぶ ｡.
r適切な媒体と手段で
具体化する｣ 必要が生 じた時には , デザイ ン
モデリ ン グル ー ムやデザイ ン ビジ ュ アル 実技
塞, あるい はデザイ ン C Gル ー ム に行く｡ ま
た, ｢メ ッ セ ー ジや考えを伝える｣ 時には, デ
ザイ ン C Gル ー ム , デザイ ン ビジ ュ ア ル実技
塞, 映像利用室の ようなプ レゼ ンテ ー シ ョ ン
の為の部屋 などを利用する と言 っ た環境*
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を
用意する｡ 同時にカリ キ ュ ラム の流れ , 各授
業科目の 内容が前述 の詫能力を培う為に用意
され組まれて い ることを, 新入生合宿研修時
や各授業の中で 常に説明 し, 意識させ るこ と
などで ある｡ そ の様な環境の中で学生自身が
意識をも っ▲て , 必要性を感じと っ て利用, 履
基礎教育 のあり方に つ い て の 考察
修すれ ばより高い効果が得られるで あろう｡
また, 目的が違う学生がそ の空間に混在し,
時間を共有 し, コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン をはかる
こ とか らくるプラス ア ル フ ァ も大 い に期待で
きる ｡
4 . おわりに
こ れからの学校教育を考える時, 学校全体
の基礎教育を専門に考える組織が必要で , そ
の様な組織が他の学部 ･ 学科 ･ 専攻と対等か
それ以上 の ポジシ ョ ンに位置 し, 教育理念に
基づ い た (専門 - の アプ ロ ー チも含めた) 基
礎教育を確立 し, イ ニ シ アチブを取りながら
他の組織との連携を密に して全学共通基礎教
育を押 し進めるこ とが望まれる｡ そ の時基礎
教育の教官は , 学生が専門 - と進む過程にお
い て , 基礎で学んだ事をどの様に関連付けて
展 開 して い るの か , どれく らい の成果が, ど
のように現れて い るかなどを詳 しく追跡調査,
検討 しなければならな い ｡ 同時に専門教育の
教官も, どの様な考えで行われて い る基礎な
の か , そ の 内容や運用方法 を知り, 理解 しな
ければ充分な効果を得るこ とがで きな い で あ
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ろう｡ 授業内容を検討 し詰めて い くと, どう
しても基礎と専門 の どちらか の教官だ けによ
る運用は困難にな っ て くるで あろう｡ 外部も
含めた色々 な教官が混在 しながら行うケ ー ス
が出て きてもおか しくはない と思う｡ あるい
は, 専門教育の教官と基礎教育の 教官が定期
的に入れ替わり, 異な っ た視点で学校全体の
事を考えてみるシ ス テ ム も考えられる｡ 何よ
りも, 全教官が最終目的 (産業界に旅立たさ
せ るまで の色々 なケ ー ス の学生像) をイメ ー
ジし, 話し合い , 共通の 認識を持つ ことが重
要で あり, ス タ ー トであると思う｡ いずれ に
しても , 相互理解のもと, 強引な干渉になら
な い範囲で進 められ なければならない の は言
うまで もない ｡
基礎教育の必要性は, 短大, 大学を問わず
様々 な高等教育機関が有する ことで あり, そ
れぞれが何らか の方法で動き始めて い ると思
われる ｡ こ の全国的な問題 に, 本学が早急且
つ 真剣に取り組めば, 産業の名 の元, 情報系,
芸術系, デザイ ン 系の 専攻を有する環境が特
徴となり, 他大学との違い をい ち早く打ち出
すこ とに なると考える ｡
注 釈
* 1 伊奈史朗 : トヨ タ自動車㈱住宅開発部すまい 総合研究所の 回答より, 1997.ll
* 2 西川 正 :小泉産業㈱事業統括本部商品開発部照明デザイ ン課の 回答より, 1997.ll
* 3 デザイナ ー と学生 が交互 に企画マ ンまたは ユ ー ザ ー の立場にな っ て仲間250人 に対する面談を行
い
, そのデ ー タを中江教授の解析方法に基づ い て分析し, その結果をもとに ビデオデッ キの リ
ニ ュ ー ア ル提案 しようと したもの ｡ r特集 ･ デザイ ン教育｣, に っ けいで ざいん , P.53, 1988. 1
* 4 今井滋郎 :サン トリ ー ㈱洋酒研究所の回答より
* 5 ㈱本田技術研究所朝霞研究所と埼玉県立新座総合技術高等学校, 同研究所と多摩美術大学
* 6 第18回全国国立大学学生部長協議会における長崎大学の報告より, 19 98.10. 16-17
* 7 http://Ⅵ w .k an az a w a-bid ai. c .jp/より 一 部抜粋
- 1 イ タリア研修旅行(ル ネ ッサ ン ス 美術を主と した教会や美術館, 家具工場を訪問), 1996/パ リ
研修旅行(美術館やパ リ美術学校を訪問), 1997/北欧研修旅行, 1998
-2 酒井和平 ･ 浅野 隆:金沢美術工芸大学 ･ 共通造形セ ンタ ー か らの聞き取り調査より, 1998.4/
同セ ンタ ー が企画 ･ 実施 したイ タリ ア研修旅行に参加 して , 1996.3
142 矢 口 忠 意
* 8 児島宏嘉: ラ ハ テ イボリテク ニ ク/ デザイ ン科講師から, 北欧研究旅行の際の 聞き取り調査よ
り, 1997.9
*9 夢考房プ ロ ジ ェ ク ト発表報告書, 金沢工業大学入学案内より 一 部抜粋/夢考房プロ ジ ェ ク ト発
表報告会に参加して , 1997.ll.19
* 10 横山仁美(中国語コ ー ス): 学園だ より(34号), 学生の広場より, 1998.3
* 1 新専攻科棟が完成した事により, デザイ ン ビジ ュ ア ル実技室/デザイ ン モ デリ ン グル ー ム/ チ
ザイ ン実験室(1)/デザイ ン C Gル ー ム などが新しく設けられたことや, デザイ ン関連施設が
一
億所に集中できたことが教育環境の充実につ なが っ て いる｡
※文中a)r回答より｣と払 数社(ナ シ ョナ)_V住宅産業㈱くらし文化研究所/ ㈱島津製作所製造本部製造
技術課/シ ャ ー プ㈱電化デザイ ンセ ンタ ー / サン トリ ー ㈱洋酒研究所/小泉産業㈱事業競括本部商
品開発デザイ ン課/ ㈱本田技術研究所朝霞研究所/ トヨタ自動車㈱住宅技術部住まい総合研究所)の
企業に対して行 っ た調査(貴社におい て ,多面的思考を持ち合わせ総合的に物事を判断することがで
きる人材の確保, 育成, プ ロジ ェ ク ト, 事業展開など新しい動きや実践実績などあればお聞かせ下
さい ｡ 又 , 教育現掛 こ求める事柄などありましたらお聞かせ下さい ｡)に対 して の回答で ある｡
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